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2050年の図書館を探る
―何が変わり・変わらないのか
　定価2,750円（本体2,500円＋税10％）
　ISBN978-4-8169-3041-6 冊

●現在、大学で図書館情報学の研究と教育に携わって
いる教員らが、今から25年後の2050年の図書館を見
据えて、各々の専門の見地から現状と課題、提言等
を提言等をまとめた一冊です。

●図書館の歴史やAI時代の情報サービスのあり方を論
考｡各編者が自らの研究に即し、地域資料、海外の
動向、バリアフリー、災害・パンデミック、利用者
の問題行動など重要度の高い問題に切りこんでいま
す｡

●司書だけではなく図書館に関心のある学生・市民に
もおすすめ。

＊「内容見本」は裏面をご覧ください。

野口 武悟・新藤 透・千 錫烈・長谷川 幸代 編著
A5・190頁　定価2,750円（本体2,500円＋税10％）
ISBN978-4-8169-3041-6　2025年3月刊行

2050年の図書館
を探る

何が変わり･変わらないのか

● これから日本の図書館はどのような姿を見せていくのか●

【編著者プロフィール】
野口 武悟
専修大学文学部教授・放送大学客員教授。『読書バリアフリーの
世界―大活字本と電子書籍の普及と活用』（三和書籍 2023.7）な
ど著書多数

新藤 透 
國學院大學文学部教授。著書に『日本の図書館事始―日本におけ
る西洋図書館の受容』（三和書籍 2023）など

千 錫烈 
関東学院大学社会学部教授。共著に『Web で学ぶ情報検索の演習
と解説―情報サービス演習』（日外アソシエーツ 2023）など

長谷川 幸代 
跡見学園女子大学文学部准教授。 図書館利用の要因や、図書館の
価値について、社会統計学の方法を利用し、データを用いた分析
を行う
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